
市消防団では、市民生活の安
全・安心を図るため、年末特別
夜警を実施します。
火の取り扱いには、十分ご注
意ください。
■期日　28日（月）～30日（水）
■時間　午後　8　時～午前　3　時

消
防
団
は
、
本
業
を
持
ち
な
が

ら
、
「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分

た
ち
で
守
る
」
と
い
う
精
神
に
基

づ
き
、
地
域
の
安
全
と
安
心
を
守

る
た
め
に
活
動
し
て
い
る
消
防
機

関
で
す
。

土
岐
市
消
防
団
は
現
在
、
各
町

分
団
（
鶴
里
町
と
曽
木
町
は
濃
南

分
団
）
と
女
性
（
き
き
ょ
う
）
分

団
、
音
楽
隊
で
構
成
さ
れ
、
全
部

で
約
4
8
0
人
の
団
員
が
活
動
し

て
い
ま
す
。

団
員
は
、
消
防
・
防
災
に
関
す

る
知
識
や
技
術
を
習
得
し
、
火
災

発
生
時
に
お
け
る
消
火
活
動
、
地

震
や
風
水
害
と
い
っ
た
大
規
模
災

害
発
生
時
の
救
助
・
救
出
活
動
、

警
戒
巡
視
、
災
害
防
ぎ
ょ
活
動
な

ど
に
従
事
し
ま
す
。
ま
た
平
常
時

に
お
い
て
は
、
訓
練
、
防
火
指
導
、

火
災
予
防
の
広
報
な
ど
、
地
域
住

民
へ
の
防
災
意
識
の
普
及
と
啓
発

に
努
め
て
い
ま
す
。

・
消
防
出
初
式（
1
月
）

・
入
隊
団
式（
3
月
・
隔
年
）

・
春
季
火
災
予
防
運
動（
3
月
）

・
団
長
閲
団（
5
月
・
隔
年
）

・
消
防
操
法
大
会（
5
月
・
隔
年
）

・
秋
季
火
災
予
防
運
動（
11
月
）

・
年
末
特
別
夜
警（
12
月
）　

な
ど

・
18
歳
以
上
の
男
女

・
心
身
共
に
健
康
な
方

・
市
内
に
在
住
も
し
く
は
在
勤
し

て
い
る
方

・
特
別
職
の
公
務
員
と
し
て
処
遇

さ
れ
ま
す

・
年
間
一
定
の
金
額
が
報
酬
と
し

て
支
給
さ
れ
ま
す

・
災
害
や
訓
練
な
ど
に
出
動
し
た

場
合
、
出
勤
手
当
が
支
給
さ
れ

ま
す

・
退
団
時
、
退
職
報
償
金
が
支
給

さ
れ
ま
す

・
活
動
の
際
、
必
要
な
訓
練
服
な

ど
は
貸
与
し
ま
す

消
防
団
に
入
団
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
次
の
お
住
ま
い
の
消
防
団

の
代
表
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
土
岐
津
分
団

北
谷
峰
二
（
☎
○55　
４
８
７
７
）

▽
下
石
分
団

各
務　

匡
（
☎
○57　
６
８
７
７
）

▽
妻
木
分
団

伊
藤
洋
司
（
☎
○57　
７
１
３
７
）

▽
濃
南
分
団

稲
垣
秀
夫
（
☎
○52　
２
６
７
０
）

▽
駄
知
分
団

塚
本
六
美
（
☎
○59　
８
０
０
６
）

▽
肥
田
分
団

中
嶋
慎
司
（
☎
○54　
３
５
９
３
）

▽
泉
分
団

中
村
伸
司
（
☎
○55　
３
６
６
０
）

▽
女
性
（
き
き
ょ
う
）
分
団

清
水
良
枝
（
☎
○59　
８
９
２
７
）

▽
音
楽
隊

高
津
弘
則
（
☎
○59　
８
８
４
５
）

詳
し
く
は
、
市
消
防
本
部
消

防
課（
☎
○53　
0
1
2
3
）へ
。

年末特別夜警を実施します

消
防
団
と
は
？

入
団
後
の
待
遇

申
し
込
み
先

入
団
資
格

主
な
行
事

活
動
内
容

市
消
防
団
で
は
、市
民
の
財
産
・

安
心
･
安
全
を
守
る
た
め
に
、
4

月
か
ら
一
緒
に
活
動
し
て
く
れ
る

仲
間
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
あ
な
た
の
力
を
お
貸
し

く
だ
さ
い
！

ＦＩＲＥ　ＶＯＬＵＮＴＥＥＲ

消防団員を募集

～自分たちのまちは
　　　　　　自分たちで守る～
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催
し
物
だ
よ
り




